
い
か
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
は
 

方
が
無
軌
道
で
、
無
秩
序
 

本
を
お
読
み
下
さ

1
 

公
民
舘
ム
図
書
室
 

査
察
す
る
も
の
 

ス
ト
ー
プ
、
煙
突
な
ど
 
」
 

も
い
た
じ
ま
す
。
 

私
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
の
 

野
そ
の
性
格
を
考
え
て
み
て
 

い
誌
競
鶴
諮
嘆
 

重
ね
て
こ
、
に
各
位
の
ご
 

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
上
 

ま
す
。
 

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

壱
千
円
の
三
分
の
一
 

生
稜
三
週
間
以
内
 

壱
千
五
百
巴
四
三
分
の
一
 

注
暖
「
一
週
間
ょ
り
四
週
間
ま
 

で
の
は
 
→

iー
 弐

千
円
の
三
分
の
「
 

生
 

五
〇
0円
の
三
分
の
「
 

一
ニ
十
貫
の
豚
は
評
価
 

刀
五
千
円
で
す
か
ら
、
 

T印
叫
か
か
ま
す

o
 

貫
当
り
一
 

‘
ー
 

親
豚
の
場
合
 

冊
利
三
十
三
年
九
月
十

t日
現
在
で
調
鏡
し
た
基
本
選
畢
 

人
名
簿
は
十
一
月
五
日
か
ら
＋
五
日
間
五
市
選
管
事
務
局
 

及
び
各
支
所
に
於
い
て
縦
覧
ゆ
供
し
ま
す
か
ら
自
分
達
の
 

名
前
が
選
畢
人
名
簿
に
登
載
◆
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
る
 

こD名奪
は
来
年
執
行
さ
れ
‘
県
酸
会
議
員
選
挙
等
各
種
 

曇
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
何
．
の
場
合
で
も
そ
う
で
す
が
 

昌
管
こ
肥
●
」
当
つ
て
ト
・
つ
名
‘
い
ら
客
ら
て
戸
る
ど
う
し
 

心
ん
だ
な
ど
と
車
込
ま
れ
た
‘
し
ま
す
が
調
製
す
る
係
員
 

も
細
b
D
生
意
出
捧
つ

A〕
税
隣
者
の
な
い
よ
う
に
特
別
の
 

野
力
は
し
て
あ
り
ま
す
が
、
【
せ
毎
日
の
異
動
と
い
つ
て
 

土
（
《
、
、
つ
（
廿
・

A、ド
土
“
一
し
《
つ
で
】
人
曳
・

n
h
,

？
、
と
い
 

う
ご
と
ぱ
む
ず
か
し
い
の
で
ー
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
れ
に
 

し
て
も
自
組
皆
各
立

D自
主
士
こ
ま
つ
て
駐
覧
以
外
に
な
 

（
つ
で
ら
り
ま
十
ノ
い
ら
し
て
こ
十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月
 

‘
ー
●
ぜ
叱
（
鳳
キ
●
叫
簡
。
本
な
り
（
又
は
他
の
人
に
依
頼
す
 

る
な
り
し
て
名
簿
に
登
載
ぎ
れ
予

t中
か
、
脱
落
し
て
な
 

い
か
を
確
か
め
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
．
 

又
先
般
各
町
内
会
の
連
絡
員
に
お
願
い
し
て
調
査
い
た
し
 

ま
し
た
が
、
そ
の
後
住
所
を
変
え
た
方
は
申
出
て
下
さ
い
 

五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
 

電
話
ニ
一
一
五
番
 

り
ィ
l
I
？
ー
？
‘
ー
・

r
 
?

‘
《
ト
→
」
」
‘
ー
，
ー
．
 

期
、
間
 
刊
メ
川
七
か
引
割
か
 

?
‘
ー
・
  ーt
 

月
 
月
 
十
」
『
月
五
 
日
か
ら

田
月
 
五
 
日
か
ら
 

昭
和
三
十
三
年
度
基
本
選
挙
人
 

名
簿
の
縦
覧
に
 
つ
い
て
 

］
一
c満二
十
才
と
な
る
 

（
前
か
ら
五
所
川
原
市
 

き
資
格
の
あ
る
方
で
 

議
鰯
鷺
 

一
て
簿
に
登
載
す
る
こ
と
 

柿
遠
慮
な
く
印
鑑
御
持
 

〒
切
日
）
ま
で
に
当
委
 

〒
管
理
委
員
会
 

示
（
一
「
、
 

は
療
養
の
輪
付
範
囲
内
容
等
 
り
で
は
な
い
こ
と
。
 

が
で
き
た
の
が
、
改
正
法
案
 

で
は
法
律
で
加
入
が
で
き
な
 

に
な
る
こ
と
。
 

二
、
雌
醸
務
鍛
 

現
行
法
で
は
被
保
険
者
の
資
 

格
の
あ
つ
た
他
の
保
険
の
被
 

保
険
の
扶
養
者
で
あ
る
者
の
 

場
合
は
条
例
で
定
め
る
加
入
 

一
国
民
健
康
保
険
の
あ
ゆ
み
 

＆
、
 

火
災
予
防
査
察
に
つ
 

大
方
の
ご
参
考
ま
で
に
、
公
民
 

舘
内
に
あ
る
事
務
室
や
、
教
養
 

場
な
ど
を
ご
案
内
申
上
げ
、
更
 

に
毎
週
、
毎
晩
、
特
別
の
事
情
 

の
な
い
限
り
公
民
舘
を
使
用
し
 

て
、
研
修
に
励
ん
で
い
る
研
究
 

グ
ル
ー
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
．
 

階
下
は
事
務
室
と
当
直
室
、
 

外
に
図
書
室
と
二
階
付
き
の
大
 

ホ
ー
ル
で
、
三
階
は
五
所
川
原
 

市
教
育
委
員
会
事
務
局
と
、
北
 

郡
町
村
長
会
事
務
局
や
、
五
所
 

川
原
堰
土
地
改
良
区
事
務
局
が
 

あ
り
、
こ
の
ほ
か
畳
敷
二
十
八
 

畳
間
と
十
六
畳
敷
の
二
間
が
あ
 

り
ま
す
。
 

棟
続
き
に
な
つ
て
い
る
平
屋
造
 

り
の
建
物
の
中
は
 
剣
道
と
柔
 

道
の
道
場
と
な
つ
て
い
る
し
、
 

ま
た
道
場
の
入
ロ
の
事
務
室
は
 

五
所
川
原
地
区
農
業
改
良
普
及
 

所
と
、
北
地
区
病
虫
害
防
除
事
 

務
局
と
な
つ
て
い
ま
す
．
 

研
究
グ
ル
ー
プ
の
決
つ
て
い
 

る
日
取
は
、
月
、
金
曜
日
は
コ
 

と
フ
ス
研
究
例
会
、
火
、
木
曜
 

日
は
演
劇
研
究
例
会
、
水
曜
日
 

は
お
茶
研
修
例
会
、
金
曜
日
は
 

謡
曲
研
修
例
会
、
土
曜
日
は
ス
 

ク
ェ
ア
ダ
ン
ス
研
修
例
会
、
考
 

古
学
研
修
例
会
は
、
毎
月
の
五

日
と
二
十
日
に
な
つ
て
い
ま
す

各
研
究
グ
ル
ー
プ
は
同
好
の
志

が
一
人
で
も
多
く
な
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ご
遠

慮
な
く
進
ん
で
ど
参
加
下
さ
る

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

映
黙
縄
器
議
お
如
 

す
が
、
こ
れ
ま
た
評
判
が
よ
い
 

の
で
こ
の
頃
は
一
甘
も
あ
き
が
 

な
く
、
北
五
地
方
は
も
ち
ろ
‘
 

阜
議
を
欠
い
た
み
に
く
い
姿
で
 

多
く
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
す
。
 

悲
惨
な
火
災
を
未
然
に
防
止
 

る
た
め
左
記
日
程
に
‘
よ
り
旧
 

内
一
般
家
庭
の
火
災
干
防
査
 

を
行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
願
 

ま
す
。
 

否
民
舘
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
 

魂
が
多
く
集
ま
る
の
で
す
が
、
 

そ
の
中
で
良
畿
あ
る
行
動
を
欠
 

・

．
．
ノ
 
い
て
い
る
方
が
あ
る
と
す
れ
ば
 

市
消
防
本
部
 

記
 
十
一
月
十
日
 
栄
町
、
冨
士
 

見
町
、
湊
住
宅
 

十
一
月
十
一
日
 
下
平
井
町
 

十
一
月
十
二
日
 
田
町
、
新
町
 

十
一
月
十
三
日
 
下
平
井
町
漆
 

川
住
宅
、
幾
世
森
、
末
広
町
 

十
一
月
十
四
日
 
元
町
、
元
町
 

・

「
た
特
定
の
人
間
の
努
カ
だ
ー
す

oこれ
で
い
、
の
で
す
・
 
、
そ

m琳
噌
榊
卿
練
ゆ
序
充
，
 

応
卸
卿
か
し
細
か
豊
勤
 
公
民
知
は
市
民
か
皆
様
の
も
と
、
教
養
の
貧
咽
中
意
味
け
る
 

・

1
1

ケMで
あ
“
わ
か

o
、
‘
の
で
劃
勇
『
皆
翻
か
数
勲
か
場
“
』
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

叶
民
舘
運
動
を
強
力
に
推
進
で
あ
り
、
慰
安
の
場
で
あ
る
か
 
」
お
よ
そ
人
間
の
共
同
社
会
に
 

」
所
期
の
目
的
を
達
成
し
よ
ら
で
あ
り
ま
す
。
 
船
い
て
「
人
の
道
即
ち
道
義
は
 

‘
す
る
場
合
も
、
ま
た
お
な
 
限
ら
れ
た
建
物
と
設
備
な
の
農
が
変
つ
た
か
ら
と
い
つ
て
 

と
で
限
ら
れ
た
職
員
だ
け
で
、
今
の
と
こ
ろ
ど
不
便
ご
不
も
、
そ
の
基
盤
を
な
す
道
徳
的
 

」
自
ら
活
動
の
限
界
が
あ
る
満
も
お
あ
り
で
し
ょ
う
が
、
わ
次
良
識
は
根
本
的
に
、
何
も
か
 

で
す
し
、
殊
に
ご
承
知
の
れ
ら
の
愛
す
る
公
民
舘
、
わ
れ
も
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
信
 

湿
礁
繊
」
縁
監
綴
“
」
」
唾
民
館
と
し
て
じ
」
博
自
由
と
平
等
の
民
主
 

現
に
八
月

r
 あ

い
、
水
稲
に
ド
 

害
と
風
水
害
に
よ
、
 

ら
れ
ま
し
た
．
 

し
た
が
つ
て
昭
和
ニ
十
 

度
の
水
稲
種
子
に
も
こ
と
ユ
 

農
家
も
あ
り
又
品
種
の
更
新
に
 

せ
ま
ら
れ
て
お
る
農
家
も
た
く
 

さ
ん
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
 

市
役
所
で
は
次
の
九
徴

d原
種
 

を
準
備
致
し
ま
し
た
，
ご
希
望
 

者
は
市
役
所
農
味
 

寄
の
支
祈
．
 

地
申
込
 

五
所
川
原
公
民
舘
で
は
左
記
の
 

通
り
図
書
の
貸
出
を
行
つ
て
お
 

り
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
、
お
 

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

記
 一
、
開
舘
時
間
 
午
前
八
時
ょ
 

り
午
後
四
時
ま
で
 

ニ
、
休
舘
日
 
国
民
の
祝
日
、
 

日
曜
日
，
土
曜
日
午
後
 

三
、
図
書
の
貸
出
に
つ
い
て
 

①
一
人
一
回
二
冊
ま
で
，
 
五
 

日
間
貸
出
し
い
た
し
ま
す
 

②
図
書
の
転
貸
は
厳
禁
の
こ
 

と
。
 
③
汚
損
亡
失
等
の
場
合
弁
償
 

の
こ
と
。
 

四
、
貸
出
す
る
図
書
 
文
学
、
 

児
童
、
ー
科
学
、
歴
史
、
士
学
 

芸
術
、
産
業
、
哲
学
維
誌
等
 

の
こ
と
西
部
の
地
城
ま
で
も
 

自
衛
除
が
贈
る
 

市
民
感
謝
映
画
会
 

市
民
の
み
な
さ
ま
何
時
も
自
衛
 

官
の
募
集
が
あ
‘
る
た
び
に
ご
協
 

力
を
賜
わ
り
有
難
く
感
謝
申
上
 

げ
ま
す
。
自
衛
隊
当
局
で
は
こ
 

れ
が
ご
高
恩
に
む
く
い
る
た
め
 

に
色
々
と
計
画
を
組
ん
で
お
ケ
 

ま
し
た
が
、
左
記
の
日
程
に
基
 

ず
い
て
映
画
会
を
開
催
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
映
画
 

鷲
映
警
雑
騒
鏡
醜
 

て
製
作
さ
れ
た
 

『
一
〇
一
航
空
基
地
』
 

で
ご
ざ
い
ま
し
て
一
家
お
揃
い
 

で
お
出
を
待
つ
て
お
り
ま
す
。
 

記
 日

時
 
昭
和

3
3

年H月
旧
日
 

サ
巨
時
叫
巧
 
二
回
 

ひ
鶴
証
き
よ
ぐ
利
用
さ
 

公
民
舘
使
用
の
こ
と
に
つ
 

て
申
添
え
ま
す
が
、
各
種
団
 

並
に
個
人
で
公
民
舘
を
会
場
 

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
一
十
 

諺
勤
静
経
験
雌
撃
 

住
宅
、
柳
町
住
宅
・
 

一
月
十
五
日
 
中
平
井
町
 

干
一
月
十
七
日
 
上
平
井
町
、
 

一
寺
町
 

干
一
月
十
八
日
 
成
田
町
、
柳
 

一
町
、
本
町
 

一
命
と
活
動
の
足
場
を
も
つ
 
新
は
就
任
以
来
日
尚
浅
い
の
的
な
解
釈
を
誤
り
、
そ
の
現
れ
命
と
活
動
の
足
場
を
も
つ
 
新
は
就
任
以
来
日
尚
浅
い
の
曽
解
釈
を
誤
り
、
そ
の
現
れ
 

と
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
事
 

る
公
民
舘
で
す
か
ら
、
ど
に
も
払
わ
ら
ず
、
こ
の
期
間
中
誠
夏
識
を
失
い
勝
な
こ
と
が
多
 

一
て
も
地
城
社
会
の
皆
様
方
に
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
数
々
い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

一
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
 
一
お
互
に
些
細
な
こ
と
に
も
意
 

＋
上
げ
る
次
第
で
あ
●
生
す
‘
持
に
そ
の
中
で
殊
の
外
、
心
掌
し
て
、
一
挙
手
一
投
足
に
も
 

＋
て
、
七
、
八
月
の
行
事
を
《
を
荒
あ
」
さ
せ
た
ー
つ
を
と
り
あ
屯
を
配
り
、
い
か
に
も
公
人
と
 

ー
し
て
み
る
に
、
公
民
舘
利
げ
て
皆
様
方
に
、
訴
え
ご
批
上
て
、
ま
た
教
養
あ
る
人
の
行
 

一
行
事
だ
け
で
も
殆
ん
ど
毎
判
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
海
と
し
て
立
派
で
あ
る
こ
と
を
 

一
日
曜
な
し
の
昼
夜
共
、
研
す
。
現
代
の
世
想
は
、
あ
ま
り
斌
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

」
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
に
も
利
己
的
で
、
個
人
本
位
の
議
に
ご
承
知
と
は
存
じ
ま
す
が
 

前
に
な
る
べ
く
早
目
に
公
民
舘
 

の
係
に
必
ず
ご
連
絡
下
さ
る
よ
 ，

議陸十八 

 岩陽

野、 
 

ヲ
反奥和甲
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号
号
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霧鱗

躍 
 
ら 十

一
月
十
九
日
 
錦
町
、
岩
木
 

町
 一
月
二
十
日
 
鎌
谷
町
、
布
 

屋
町
 
一
月
廿
一
日
 
柏
原
町
、
幾
 

島
町
 
一
月
廿
二
日
 
川
端
町
、
田
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そ
の
他
 

十
八
時
か
ら
 

園
調
布
、
弥
生
町
 

銭
、
間
食
費
五
円
、
そ
の
他
の
康
管
理
に
力
を
入
れ
て
、
 

柳
郵
議
競
熱
報
報
纏
難
繊
柔
か
誘
裏
麟
四
哩
督
環
喫
霧
縄
唾
港

P
瀧J爵
製
懸
鱗
 

「
 
い
・
・

I」
 
《

r‘
、

A一1
1
・
‘
《
ぐ
ト
、
ー
 
銭
、
間
食
費
五
円
、
そ
の
他
の
康
管
理
に
力
を
入
れ
て
、
そ
 

里
親
及
び
職
親
を
求
む
 

尚
 
十
人
日
十
二
（
 

wこ
の
一
西
酉
 

掌
機
彬
食
知
リ
制
の
仙
癒
知

m
m
伽
か
淑
難
静
柵
や
髪
ト
か

1一
月
廿
五
日
 
大
町
敷
島
町
 
考
図
青
噴
入
噴
出
の
准
 

！
、
J、
ノ
、
．
‘
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、

J・
！
‘
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、

f、
！
 

い
子
ど
も
、
或
は
て
職
業
を
数
え
て
く
れ
る
職
親
時
は
医
療
費
（
健
保
の
算
定
方
ホ
ー
ム
の
治
療
器
や
ら
。
さ
ら
 

両
親
の
な
い
子
ど
も
、
或
は
て
職
業
を
数
え
て
く
 

づ
つ
の
 
〔
コ
レ
ラ
豚
」
を
棄
殺
 

し
て
お
り
ま
す
が
、
密
殺
や
密
 

移
動
が
横
行
し
て
い
る
の
で
、
 

農
林
商
工
課
が
発
し
て
い
る
厳
 

重
な
警
戒
に
協
力
を
望
ん
で
お
 

り
ま
す
．
 

議
！
損
ー
・
●
藷
難
麗
か
標
れ
醒
『
「
髪
れ
そ
，
潜
瀞
」
話
影
裁
誘
鱈
溜
藻
撲
舞
熱
舞
鍵
難
響
凱
驚
加
 

法
に
よ
る
等
が
支
給
さ
れ
る
）
．
に
寝
台
も
用
意
し
て
、
全
く
医
 

は
津
軽
全
械
に
蔓
延
し
、
養
 

ン
汽
言
蕪
難
灘
懇
羅
鷲
蕪
灘
灘
雄
難
難
護
繊
鷲
懇
難
 

」
明
辻
一
」
 
郵
護

g熱
悲
乳
い
裁
嘉
劉
警
見
璽
】
ー
ー

lー
，
『
 
廷
は
花
富
縄
、
晴
篤
器
線
君
賛
琵
％
 

」
 
月
ニ
十
七
日
 

i
I
l

ー
 
ー
《
ー
ー

I
v
 

．
一
ー
 
ー

i
:
；
ー
‘
．
 
面
養
に
も
つ
と
め
て
い
ぞ

日
 
ー
．
ー
，
 
・
 
阿
篇
こ
も
つ
と
ら
て
戸
る
・
 
ー
中
 

と
こ
ろ
が
八
月
の
末
に
再
び
猛
 

伊
藤
校
長
先
生
を
は
 

じ
め
、
威
を
ふ
る
い
、
た
ち
ま
ち
に
し
 

り
補
欠
選
挙
が
行
な
わ
 

ハ
名
簿
を
調
製
い
た
し
 

り
ら
ず
市
選
畢
管
理
委
 

豚
 
コ
 

コ
 
レ
 
ラ
ま
た
猛
或
 
一

α喝
携
に
め
る
豚
は
至
 

移
動
禁
止
に
議
・
ー
 
肇
語
廷
 

五所川原

市の

誇 

り 
【
て
津
軽
全
城
を
な
め
つ
く
し
、
 

既
に
そ
の
頭
数
が
一
千
（
九
カ
 

一
十
五
日
調
）
に
な
ん
な
ん
と
し
 

ー
て
当
局
は
こ
れ
が
対
篭
に
万
全
．
 

一
を
期
し
て
は
い
る
も
の
、
、
移
 

健康優

良

校 

羽野

木沢

小学

校 

密
殺
や
薬
殺
処
分
し
 

た
豚
肉
は
食
べ
な
い
 

こ
と
 

穫
」
週
間
ょ
り
五
週
間
＊
③
 

弐
千
五
百
円
の
三
分
の
一
 

生
後
五
週
間
ょ
り
六
週
間
ま
 

で
の
は
三
千
円
の
三
分
の
一
 

禁
止
の
規
則
を
守
れ
な
い
養
 
尚
『
コ

vラ
琢
」
を
誕
設
処
 

家
が
一
部
に
み

ら
れ

るの
で
分
し
ヒ
易
ム
コ
こ
土
欠
つ
上
う
上
 

の
根
絶
が
非
常
に
憂
唐
さ
れ
保
証
金
が
農
林
省
か
ら
出
る
こ
 

い
る
。
 
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
・
 

市
内
に
お
い
て
も
毎
日
十
頭
④
仔
豚
の
場
合
 

箭
回
の
蓄
で
診
療
報
酬
の
改
 

一
正
点
数
裏
に
つ
い
て
申
上
げ
ま
 

申
出
に
よ
り
、
保
険
者
（
市
 

町
村
）
が
定
め
る
事
に
な
つ
 

て
い
た
の
が
、
今
度
の
改
正
 

法
案
で
は
指
定
医
療
機
関
は
 

（
診
療
す
る
医
師
又
は
薬
剤
 

師
等
）
保
険
医
で
あ
る
場
合
 

は
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
 

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
．
当
 

該
医
療
機
関
か
ら
別
段
の
申
 

出
が
あ
つ
た
場
合
は
そ
の
限
 

三
、
給
雛
欝
条
項
 

現
行
法
の
給
付
等
は
保
険
者
 

（
市
町
村
）
の
条
例
規
程
等
で
 

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
行
 

わ
れ
る
国
庫
補
助
金
の
交
付
 

要
件
と
し
て
、
給
付
の
割
合
 

等
を
政
令
及
び
省
令
で
最
低
 

の
給
付
割
合
を
規
制
し
て
い
 

た
の
が
 
今
度
の
改
正
法
で
 

調
整
交
付
金
と
い
う
補
助
金
 

を
新
た
に
法
定
化
し
た
こ
と
 

で
す
。
 

六
、
保
険
税
の
 

こ
と
に
つ
い
て
 

現
在
の
保
険
税
は
所
得
、
資
 

産
平
等
割
、
均
簿
叩
或
者
川
ー
 

算
定
さ
れ
た
合
計
額
で
あ
る
 

も
の
が
、
今
度
の
税
改
正
で
 

は
資
産
割
を
除
い
た
割
合
で
 

定
め
て
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

た
が
一
今
回
は
厚
生
省
で
か
 

‘
 
・
 
．
 
・
 
一
ね
て
よ
り
検
討
し
て
い
た
国
保
 

職
員
が
一
丸
と
な
つ
て
チ
ー
ム
ー
去
り
女
王
案
ド
で
ぎ
ち
ド
り
、
 

ワ
ー
ク
が
よ
く
と
れ
て
お
り
、
苓
、
国
会
の
提
出
審
議
中
で
ご
 

軸
鶏
難
雛
銭
麟
」
灘
黙
醸
難
鷲
驚
鱗
経
 

鱗
鞭
鶏
翻
繊
熱
織
難
一
っ

P
7詳
実
施
要
項
 

稽
総
舞
籍
燕
議
難
難
維
職
鱗
蒲
 

・

」
ふ
十
「
甘
 
‘

I
l

，
、
 

舟
ら
十
六
日
迄
五
日
間
 

子
で
 
一
（
ら
十
一
月
廿
一
日
迄
 

［
一
十
「
百
 

【
一
十
四
日
 

国
保
の
改
正
法
案
 

誇
り
で
あ
る
。
 
『
ー
 
ー
『
ー
 
‘
 
・
 
」
が
定
る
ま
で
実
施
す
る
こ
と
 

羽
野
木
尺
小
学
険
ま
時
こ
建
 
（
写
真
羽
野
木
沢
小
学
校
）
一
「

Cフ
二
、
）
」
ン

I、
文

E
 

以
上
改
正
の
要
点
だ
け
を
申
上
 

げ
ま
し
た
が
、
こ
の
改
正
で
我
 

々
の
医
療
が
非
常
に
改
善
さ
れ
 

て
う
れ
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
 

す
。
し
か
し
乍
ら
三
の
療
養
給
 

一
淘
か
か
倉
馴
麟
国
艇
柳
 

一
業
を
強
制
実
施
さ
れ
る
よ
う
 

ー
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
ー
 

所
得
税
の
猶
予
 

ニ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ニ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
》
ジ
ジ
ヴ
り
ノ
ノ
‘
ラ
ラ
ノ
ラ
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ノ
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ノ
ノ
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ノ
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ノ
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ノ
ノ
ノ
ノ
ジ
ラ
ノ
ノ
ジ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ラ
三
ノ
ノ
ノ
／
一
 

一
 を

健
康
保
険
（
社
会
保
険
）
 

と
同
様
に
引
上
げ
る
よ
う
な
 

法
案
で
あ
る
こ
と
。
 

療
養
担
当
者
（
医
師
 

四
、
抽
碓
響
薬
剤
師
 

現
行
法
の
療
養
担
当
者
は
医
 

師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
そ
 

五
曜
晦
理
項
 
錯
駈
鉱
綴
隣
礁
 

現
行
補
助
金
は
す
べ
て
予
算
補
助
金
の
交
付
が
負
担
金
と
変
 

の
範
囲
内
で
交
付
さ
れ
、
奨
つ
た
こ
と
、
、
前
回
の
紙
面
で
 

励
的
交
付
要
件
内
容
で
あ
つ
申
上
げ
た
医
療
点
数
の
引
上
等
 

た
も
の
が
、
改
正
法
で
は
国
「
で
国
保
の
財
源
も
そ
れ
相
当
額
 

が
そ
の
割
合
交
付
額
を
負
担
一
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

A思い
ま
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
一
す
。
 

帥
舞
麟
競
「
騒
鱗
 
十
一
月
十
日
ま
で
に
申
請
を
 

」
議
」
鰐
鍛
艦
雑
竜
難
腿
譲
議
諸
穿
 
卵
維
註
慧
上
滅
少

J
 

こ
の
結
果
保
険
財
政
も
逐
加
 

安
定
し
て
参
り
、
絵
付
内
睦
‘
 

徐
々
に
致
善
さ
れ
る
こ
と
に
あ
 

つ
た
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
覇
 

】
二
・
一
」
上
・
こ
‘
ょ
配
志
醜
ム

n
4
り
姫
》
．
 

し
て
二
割
相
当
額
の
国
庫
欝
 

療
養
給
付
費
補
助
が
国
で
義
務
 

、
」
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 

一
券
緋
臨
課
議
如
 

m麟
解
騒
熟
離
 

か
か
も

． ー
 
ョ
ー
 

ー
 
 
定
助
税
ゆ
明
に
な
つ
て
居
り
は
口
で
恥
眼
＋

m”
訳
 

穀
保
険
は
本
来
被
保
険
者
け
費
瑠
濡
凄

W汽
覇
響
鯵
籍
駿
淳
 

版
拓
畝
似
山
漕
無
咋
乍
近
い
一
 

孟
標
と
し
て
数
次
・
に
わ
た
る
 

皿
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
、
昭
和
 

f
！
津
，
」
魂

H」
り
「

H
4
”
税
を
納
め
て
い
る
人
）
の
う
ち
 
被
害
が
あ
つ
た
と
き
 

の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
も
の
り
』
，

d引
「

Hト
り
い
）

t
r
I
H

畦
コ
コ
か

H
n

巨
 穏

鷲
騒
舞
翫
慕
鷲
携
離
婆

m
劉
轟
鑓
畦
諮
難
鉛
琴
結
器
揚
緒
醗
雛
雛
繋
帯
の
被
害
の
一
 

貴
録
蕊
麟
隷
競
齢
識
鼠
刻
一
割
い
警
競
誉
製
謙
器
線
報
霧
終
掻
箕
鶏
離
競
麟
 

の
他
の
者
よ
り
、
そ
の
者
の
 

尚
現
在
ま
で
な
か
つ
た
財
政
一
 
経
済
民
生
部
保
険
課
 

く
な
る
こ
と
．
 

醸
繊
緯
鷲
綴
鷺
難
蕪
懇
難
濠
織
剥
劉
駐
群
等
熱
難
熱
 

な
り
ま
し
た
。
五
所
川
原
市
 

民
に
も
何
時
も
大
変
お
世
話
 

に
な
つ
て
い
る
の
で
、
少
し
 

で
も
長
く
滞
在
し
て
市
民
の
 

皆
さ
ん
と
ひ
ざ
つ
き
あ
わ
せ
 

て
話
し
あ
う
こ
と
が
出
来
る
 

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
来
た
 

の
に
本
当
に
残
念
で
す
．
広
 

報
を
通
し
て
厚
く
お
礼
申
上
 

げ
、
健
康
に
ご
留
意
下
さ
る
 

こ
と
を
祈
つ
て
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
 

露
襲
織
議
「
醸
舞
雛
器
綴
鷺
一
蕪
鱗
麟
麟
鱈
一
」
」
競
鷲
議
雛
 

こ
の
申
請
は
所
得
税
の
徴
 

卿
携
撮
「

W漁
巽
「
灘
騒
＼
麟
鶏
鱗
●
黒
痢
）
議
琳
齢
」
」
「
「
験
篭
難
弘
前
市
“
）
醜
）
 

設
け
、
従
来
の
診
療
報
酬
て
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
国
の
 

払
整
理
を
行
う
こ
と
に
山
責
任
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で
心
 

眠
級
W濃
漕
獅
噛
ゆ
靖
書
を
市
役
所
税
務
課
へ
提
田
レ
 
税
酬
濃
」
『
接
汽
わ
繋
磐
新
鵬
時

W確
薮
邸
相
軒

H町
軒
『
寧
の
う
艇
町
 
扉
画
，
，
浸
談
 

晒
唾
咳
虜

mに
ゆ
”
は

a
m

て
下
さ
い
。
 
五
所
川
原
稔
務
署
い
穀
牝
「
”
町
郎
飼
如
地
和
川
和
た
か
れ
た
警
容
引
目
 
八
戸
を
朝
八
時
に
出
発
し
て
 

ツ
、
 下

 一
 

ず
 
P
 凝
 じ
”
 

け
で
す
。
 
，
‘
ー
 
り
ま
す
。
 
・
‘
・
し
、
 

 コ
十
八
年
に
は
療
養
給
付
 
こ
の
よ
う
に
当
初
は
農
際
 

が
、
今
後
も
国
保
事
業
育
成
の
 

・

ハ
、
、

1受
・
b目
一
呆
昇
」
喪
】
弓
一

D
 
「
ー
 

Z
I
一
一
，
山

F
.
.
J

‘
一
l
j

．
ー
ノ

l
J
l

．
ー
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‘
」
《
・
」
‘
」
‘
『
」
り
．

H
 
…
 
・
い
、
き
一

1
!
‘
・
“
・
・
手

n
>
 

記
 
一
の
相
撲
場
前
郵
翻
い
た

o
 
み
る
こ

N
の
出
来
な
い
五
所
川
 
来
た
が
途
沖
の
噴
路
が
思
つ
 

一
鷲
難
繋
難
欝
議
譲
漁
難
す
る
蕪
」
慧
驚
難
観
」
農
一
 

一
価
掲
載
の
『
体
痛
皿
 
市
側
か
ら
自
衛
隊
関
係
主
管
原
市
民
は
姦
の
雲
者
で
賑
、
た
ょ
り
も
悪
か
”
叱
の
堕
（
 

巨
」
濃
は
予
定
よ
り
遅
く
 

い
、
し
】
国
わ
ゆ
る
助
成
し
た
国
線
制
慶
も
今
や
農
山
瓶
 

穀
翫
誌
騒
駅
」
麗
鎌
難
新
麟
 
保
険
課
ょ
り
 
ィ

海
湾
濠
難
博

？
正
”

臓
編
驚

で
 

羅
確
け

F才
婆
灘
群
製
髭
ょ
い
「

Z
n
 

被
害
が
却
し
く
胴
年
ょ
り
所
ョ
正
し
た
し
ま
す
。
 



石石石 

麟
麟
 

い
て
い
る
方
が
あ
る
と
す
れ
ば
 
階
下
は
序
務
室
叱
当
直
室
、
 
尚
公
民
舘
に
は
十
六
ミ
リ
の
察
を
行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
願
 

に
 

ゴ
 
、つ
 
七t
 
メ
 
ぐ
 
・
、
 
、
 
忘
れ

て
、
農
作
に
陶
酔
す
か
こ
 

鋳
離
髪
郵
鶴
鶏
」総
鴎
魂
す鋭鯉
黙
町難
‘
嘉
驚
蟹
鯛

難
醗

競
鷲
（
鱗
鱗
灘
難
い
ます

。市
消
防
か
 
ォ
を来
』
「
い
戸
い
ジ
 
鯛『
編
博
「
努
 

市
消
防

本
部
 

公
民

舘
 
の
 図
書

室
 
め

罷
静

以
降
の
悪
天
侯に
 

電
 

達
が
多
く
集
ま
る
の
で
す
が
・
 
て
、研
修
に
励
ん
で
い
る
研
究

慮
な
く
進
ん
で
ご
参
加
下
さ
る
す
る
た
め
左
記
日
程
に
よ
り
旧
 
ス
ト

ー
プ
、
煙
突
な
ど
 

・
 

上
げ
ま
す
o
 

ー
ー
 

井
 
未
 
士

ロ
 
プ
と
の
中
で
良
議
あ
る
行
動
を
欠
グ
・
”
ー
プを
一需
介
し

ま
す
．

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
o
 

市
内
一
般
家
庭
の
火
災
予
防
査
 

し
か
し
、
災
害
や
病
虫
害
を
 

参
り
方
が
無
軌
道
で
、
無
秩
序
大
方
の
ご
参
考
ま
で
に
、
会
民

古
学
研
修
例
会
は
、
毎
月
の
五
～
 

火
気
設
膚

一
団
 

繁

鉢

罷

知
糖
裁
纂
霊
醜

纏

箕

報

籍

舞
襲

髪
鐘
 
火

災
予
防

査
察

に
つ
い

て
 

鍬
濃

難
薄

鴻
響
 

陣
込
受
r
中
 

一麓
影

引

気
勲
槌
一
に
毎
週
、毎
晩
、ー
，別
馴事
情
舞
琶

ジ
航
琴

謡
 

ー

・
ー
 
防

壌

溝
嘆
漕
お
い
て
 農
家
の
皆
さ
い
肇
勤

の
 

孟
民
舘
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
な
い
限
り
喰
民
舘
を
使
用
し
希
望
し
て
い
t
す
か
ら
、
ご
遠
 
悲

惨
な
火
災
を
未
然
に
防
止
 

査
察
す
る
も
の
 

火
災
予
防
期
聞
中
随
時
実
施
す
皿‘一
作
詔か
加
ら
お
剖
い

加
「
 

と

月
け
‘
「
栄
町
冨
士
霧
馴
銭
幾

雅

鶏
も

し
た
しま
すo
 

（
鷺
護
講

鰐
蛭
 

撫
轟
宅
慕
籍
町
「？
繊
鍬
H
し
知
「
鞭
難
野
』
競
」「
鐸話
昨
 

十
一
月
十
三
日
 
下
平
井
町
漆

・
‘
ー
ー
・
“
ほ
 ・
ー
・
ー
 
市
民
の
み
な
さ
ま
何
時
も
自
衛
農
家
も
あ
り
又
品
種
の
更
新
に
 

象
舞
電
声
蕪識
容篇
議
麟
難
議
難鱗
鱗
 

器
琵
」
緯
議
三
日晦”
轟
羅
て
獲
舞
難
舞
濃
繊
鍵
就
黙
纏

灘

獄
日
成
田
町
柳
「」
麓
編
琴
覇
鷲
難
撚

師
襲
零
餌
五
日ま

 

軸

月
詩

日
錦
町
岩
木
 
①図
卿
費

m繁
の
こ蓬
気

線
な
経
費を
投
じ
・
ー
 
豆
 

十
「月
二十
」』』町
布
③
（躍
失
等の
場
合
弁
償
熱
担

驚
鱗

し
（
鷲

「

」「
 

「
「

廿
一
日
柏
原
町

幾
四
見
稽
慕
図
静
文
芦
で
お
出を
那
っ
て
お
り

ま
す
。
八
裸

田
稲

二
七石
 

十
 譜

廿
二
日
川端
町
田
離

一
騨
襲

雑
舞
日
時
畑
」響
智

諸
 
“

「
？
一

藤
 

園
調
布
、
弥
生
町
 
そ

の
他
 

‘2
r
 汁
訊
時
い
巧

、
、
」一
拝
 

藤
坂
ー

か

号
 
加

α
瓦
 

醗
十
農

毒

町
、東
町
五
、そ
の
他
希望
によ
り×血
晶
所十
庫覇
謡
畿

夢
 
知
彬
か

奏
 
四
豪
 

十
一
月
廿
五
日
 
大
町
敷
島
町
 
考
図
書

の
借
入
貸
出
の
斡
旋
 

講
堂
で
も
行
い
ま
す
。
 

青
森
嬬
十
四
号
 

十
五
石
 

、
ノ

，

、
ノ

、
ノ
、
ノ
、
ノ
！
！
、
 

弐
千
円
の
三
分
の
一
 

五
千
円
に
な
り
ま
す
。
 

一
 

ー

、
、
、
、、
、、

ー
 

記
 

ミ
十
一
二
年十
一
月
十
一
日
一
「
 
」
十
才
と
な
る
 

で
の
は
 

三
、
給離
欝

条
項
 

申
出
に
よ
り
、

保
険
者

（
市
 

町
村
）
が
定
め
る
事
に
な
つ

て
い
た
の
が
、
今
度
の
改
正

法
案
で
は
指
定
医
療
機
関
は
 

（
診療
す
る
医
師
又
は
薬
剤

師
等
）
保
険
医
で
あ
る
場
合

は
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
一
当

該
医
療
機
関
か
ら
別
段
の
申

出
が
あ
つ
た
場
合
は
そ
の
限
 

現
行
法
の
国
保
実
施
要
項
は
 

確

定

日
 
十
一

月
二
，加
日
 

蘇
加
」
。
紅
刻
”
 

」
、、
、
、
ー
、
、
、
ー
を

1
 
5
1
 
5
I
ー
 
下
は

市
准
溝
喉
堵

”
喝
移
思
籾
川
励
ん
ぐ
知
い
十
『
月
の
鵬
課
氷
備
い
て
あ
り
ま
す
‘
 
一
ぐ

加
い
「
ど
り
 
ー
．
ー

ー
 
か
他
四
粉
H
引
、
熱
叫
相
の
 
尚
現
在
ま
で
な
か
つ
た
財
政
 

舞
難
費
伽
影
灘
か券
 
麟
灘
麟
羅響
鶏
薄麟
縛
響
磁
、
「
癖
軒
計

劉
駄
馴
筆
熱
掛
斜
 

麟
籍
議
熱
馴
郵
轟
灘
鷲
議
麟
瀬
燕鷺
難
鶏
轍
難
難
議
「
「灘
「
 

難
麟
篇
繍

難
響灘
灘
掘
麟
乳
難
轟
難
畿
驚
薯
難
「
 

一
一
十
三
年
八月
十
一
日
以
師
〔
ら
五
所
川
原
市

比
し
て
い
る
方
 

へ
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
べ
●
胃
裕
の
あ
る
方
で
 

、脱
落
し
て
い
る
方
 

議
蘇
欝
覇

滋
難
一
 

八
名
簿
等
よ
り
 

”
も
申
請
が
な
け
れ
ば
名
》
一・
登
載
す
る
こ
と

ょ
せ
ん
か
ら
該
当
者
は
御
」
で
な
く
印
鑑
御
持
 

T
一
月
十
六
日

（
申
請
メ
」ヤ
）
ま
で
に
当
委

的
出
下
さ
い
。
 

酬
製
現
在
期
日
 
十
一
［

で
一
日
 

畑
間
 
十
一
月
十
ニ
日
か
〒
六

日
迄
五
日
間
 

刈
限
 
十
一
月
十
八
日
ま
一
 

却
間
 
十
一
月
十
九
日
か
＋
一

月
廿
一
日
迄
 

伏
定
期
間
 
十
一
月
二

二
日
 

ノ
ノ？
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ノ
ー
ニ
ノ
ノ
ー
ー

i
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ノ
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ノ
ノ
ニ
ニ
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ジ
ニ
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プニ
ニ
三
）
一り
ニ声
弓
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《
‘

ニ
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ニ
‘
ノ
．
ニ
：

:
：
ー巨

i
い
 
ー
 

ノ
ー
 
ー
ーノ
 
く

ノ
ノ
『
』
一
 
一
 

業
を
強
制
実
施
さ
れ
る
よ
う
 

保
険
は
昭
和
十
昌
な
つ

か
4
け
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
結
果
保
険
財
政
も
逐
次
和
三
十
六
年
ま
で
に
は
国
民
皆
 

…
 

一
 
いな
引
二
い
か
‘
 

ル
刈
け
る
医
療
保
一
 し
か
』
」
ら
市
町
村
に
切
り
安
定
し

て
参
り
、
給
付
内
容
も
卿
険
の
形
に
お
い
て
医
療
保
障
 

十
一

月
十
日
ま

で
に
申

請
を
 

ー
 
ト1
1
ー
 

舞
麟
麟
鞭鱗
鷺
灘
難
舞
議一
 

1
七
日
は
県
議
会
議
員

の
倫
 
選
挙
が
行
な
わ
 

サ
回
も
ま
た
補
充
選
畢
人
タ
 
を
調
製
い
た
し
 

左
記
に
該
当
す
る
方
は
必
（
 
巾
選撃
管
理
委
 

・

m
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
選
挙

一
理
委
）
算会
 

電
話
＼

『
五
番
 

ニ
ー
土
告
畠
』
島
ま
ソ
合
 
善
旨
・り
丁
r
つ
 

ワ
口
n

一
一
？・
」ー
一
一
一E
し
む
上
女」
」
、‘
足
（lS倉
、
 

伊
藤
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
 

昭
和

三
十

三
年
度
基
本
選
挙

人

名
簿
 
の
 
縦
覧
に
 
つ
い
て
 

ー
 
・
一
 
十一
月
五
 
日
か
ら

其
 
，
 
十
」
・月
十
九
日
ま

で
 

『
 
昭
和
ミ
十
ミ
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
整
し
た
基
本
選
畢

人
名
鱗
は
十

『
月
五
R
か
ら
＋
王
日
間
五
市
選
管
事
務
局

及
び
各
支
所
に
於
い
て
縦
覧
に
供
し
ま
す
が
ら
自
分
達
の

名
前
が
選
畢
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
る

た
め
に
ど
う
ぞ
お
出
下
さ
つ
て
縦
覧
に
な
つ
て
下
さ
い
。
 

こ
の
名
簿
は
来
年
執
行
さ
れ
る
県
議
会
議
員
選
挙
等
各
種

選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
何
時
の
場
合
で
も
そ
う
で
す
が

選
挙
に
突
き
当
つ
て
か
ら
名
簿
か
ら
落
ち
て
い
る
ど
う
し

た
ん
だ
な
ど
と
申
込
ま
れ
た
り
し
ま
す
が
調
製
す
る
係
員

も
細
心
の
注
意
を
払
つ
て
脱
遊
者
の
な
い
よ
う
に
特
別
の

努
カ
は
し
て
あ
り
ま
す
が
、
何
せ
毎
日
の
異
動
と
い
つ
て

よ
い
く
ら
い
出
入
が
は
げ
し
い
の
で
一
人
洩
れ
な
く
と
い

う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
れ
に

し
て
も
有
権
者
各
位
の
自
王
性
に
ま
つ
て
縦
覧
以
外
に
な

い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
，
十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月

十
九
日
ま
で
の
間
に
本
人
な
り
、
又
は
他
の
人
に
依
頼
す

る
な
り
し
て
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
か
、
脱
落
し
て
な

い
か
を
確
か
め
る
よ
う
に
し
で
下
さ
い
．
 

又
先
般
各
町
内
会
の
連
絡
員
に
お
願
い
し
て
調
査
い
た
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
住
所
を
変
え
た
方
は
申
出
て
下
さ
い
 

五
所
川
原

市
選
挙
管
理
委
員
会
 

確
定
日
 
十
一月
二
加
日
 

一
電
簸
ニ
一
一
五
番
 

折
尋
党

D
酋

予
 

一
離
貿
離
認

r縫
 

一
電
簸
ニ
一
一
五
番
 

倒
 
弓
 

五
 

郵
鯛
麟

譲
綴

認
緯
 
三
、
給離
欝

条
項
 

職
員
が
一
丸
と
な
つ
て
チ
ー
ム
し
た
が
、
今
回
は
厚
生
省
で
か
 
現
行
法
の
給
付
等
は
保
険
者

ワ
1
ク
が
よ
く
と
れ
て
お
り
、
 ね
て
よ
り
検
討
し
て
い
た
国
保
 
（
市
町
村
）
の
条
例
規
程
等
で
 

難
難
一
一
一
一
一
一
鷲
「
」
一
一

一
一
（
一
一
一
一
一

蕊
」一
「
（
一
一
一
 

」
鱗
寵
駅
鎚
譲羅
語
」
驚
鱗
柵
郵
鰻
踊
騒
項
は
た浮
江
湾
淫
浅
 

健康優良校 

羽野木沢小学校

五所川原市の誇 り 

い”
に
そ
の
頭
数
が
一
千

（
九月
 

十
五
日
調
）
に
な
ん
な
ん
と
し
 

て
当
局
は
こ
れ
が
対
策
に
万
全

4
 

を
期
し
て
は
い
る
も
の
A
、
移
 

今
年
二
月
に
発
生
し
た
豚
コ
レ
づ
づ
の
 
（
コ
レラ
豚
』
を
薬
殺

ラ
は
津
軽
全
城
に
蔓
延
し
、
養
し

て
お
り
ま
す
が
、
密
殺
や
密

豚
家
を
し
て
恐
怖
の
ど
ん
ぞ
こ
移
動

が
横
行
し
て
い
る
の
で
、
 

に
お
と
し
い
れ
て
い
た
が
、
そ
農
林

商
工
課
が
発
し
て
い
る
厳

の
後
一
時
な
り
を
ひ
そ
め
、
今
重
な

警
戒
に
協
力
を
望
ん
で
お

日
に
い
た
つ
て
お
り
ま
し
た
。
 り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
八
月
の
末
に
再
び
猛
 

、乏
く
く
“、く
“
、
、
5、
、
、
、‘
 

繊
灘

銚
紅

雛
“
皆
 

豚
コ
 
レ

ラ
ま
た

猛

威
 

豚
家
が
一
部
に
み
ら
れ
る
の
で
分
し
た
場
合
に
は
次
の
よ
う
な

そ
の
根
絶
が
非
常
に
憂
慮
さ
れ

保
証
金
が
農
林
省
か
ら
出
る
こ
 

て
い
る
。
 

と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
o
 

市
内
に
お
い
て
も
毎
日
十
頭
⑥
仔

豚
の
場
合
 

各
々
市
町
村
の
任
意

一
条
例
 

が
定
る
ま
で
実
施
す
る
こ
と
 

羽
野
木
沢
小
学
校
は
特
に
健
 
（
写
真
羽
野
木
沢
小
学
校
）
 

各
々
市
町
村
の
任
意

一
条
例
 
オ

J昌
己

八

ヘ
ノ
ひ
 

禁
止
の
規
則
を
守
れ
な
い
養
 

尚
『
コ
レ
ラ
豚
』
を
葉
殺
処
 

寸
J】4
1
』、

、
、ノ

・γ
、
（
ー
ー
レ
い
、
戸、
く
 

な
り
ま
す
『
 

．
ー

イ
ー
 

』
1

ニ
 

一
「、
ノ，
‘一
一
一
 

以
上
改
正
の
要
点
だ
け
を
申
上
 

ー
そ
の
あ
り
ま
し
に
つ
い
てー

 
譲

駄
野

蕊
難
騒
 

を
くく
く
く
くノ
？2
g，、
‘
く
、
く

5
、
‘
く
く
く
‘
く
‘
く

く
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ー
 

て
う
れ
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

は
療
養
の
輪
付
範
囲
内
容
等
 
り
で
は
な
い
こ
と
。
 

す
o
し
か
し
乍
ら
三
の
療
養
給

を
健
康
保
険

（
社
会
保
険）
 

五
、
国
庫
補
助
金
 

付
の
向
上
、
四
の
療
養
担
当
者

と
同
様
に
引
上
げ
る
よ
う
な
 

等
の
条
項
 

の
全
医
師
の
診
療
協
定
、
五
の

法
案
で
あ
る
こ
と
。
 

現
行
補
助
金
は
す
べ
て
予
算
補
助
金
の
交
付
が
負
担
金
 

四
、
醸
殺
萩
轟
 
加
購

鍵
矯

繊
振

賢

監
馴
鶏
昭
 

等
）
の
条
項
 

た
も
の
が
、
改
正
法
で
は
国
で
国
保
の
財
源
も
そ
れ
 

現
行
法
の
療
養
担
当
者
は
医
 
が
そ
の
割
合
交
付
額
を
負
担
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
、
「
思い
吏
 

師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
そ
 
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
す
。
 

の
他
の
者
ょ
り
、
そ
の
者
の
 
尚
現
在
ま
で
な
か
つ
た
財
政
 
経
済
民
生

部
保
険
課
 

移
動
禁
止
に
注
意
 

生
後
二
週
間
以
内
 
④

親
豚
の
場
合
 

壱
千
円
の
三
分
の
一
 
平
西
一
芝
当
り
 

生
後
三
週
間
以
内
 

約
五
〇
〇
円
の
三
分
の
一
 

観
註

鯛
罷

翻
ト

（廻
准
凌
の
豚
唯
嘱
 

巴
醗
お
i
ー
，

i

i
ー
．
 

壱
万
五
千
円
で
す
か
ら
、
 

生
後
四
週
間
ょ
り
五
週
間
ま
③
密

殺
や
薬

殺
処

分
し
 

で
ゆ
唯

・
」i
l
ー
ー
ト
・
一
 
た

豚
肉
は

食
べ
な
い
 

弐
千
五
百
円
の
三
分
の
一
 

．。
J

ー
ー

一j
ノ
“J
ー
、
 

生
後
五
週
間
剥
か
六
週
間
ま
 
こ

と
 

三
千
円
の
三
分
の
一
 ①

熱

の
あ
る
豚
は
至
急

支
所
に
届
出
る
こ
と
 

②
移
動
禁
止
規
則
を
守

る
一
」と
 

調
整
で
t
主
ニ
い
う
補
切
～こ
 

を
新
 

で
、
 

六
．
 

，
、
 

 

現
在
の
保
略
 

産
平
等
割
、
r
 

算
定
さ
れ
た
合
」・

も
の
が
、
今
度
（
 

は
資
産
割
を
除

定
め
て
賦
課
叱

な
り
ま
す
『
 

正の”たー 
い誤市て面
たり政よ掲
しにのこ載
ま付た’一の
す謹てと.=1 
。んよあ本
でこる市
訂1一はの 

な
り
ま
し
た
。
五
所
川
原
市

民
に
も
何
時
も
大
変
お
世
話

に
な
つ
て
い
る
の
で
、
少
し

で
も
長
く
滞
在
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
と
ひ
ざ
つ
き
あ
わ
せ

て
話
し
あ
う
こ
と
が
出
来
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
来
た

の
に
本
当
に
残
念
で
す
．
広

報
を
通
し
て
厚
く
お
礼
申
上

げ
、
健
康
に
ご
留
意
下
さ
る

こ
と
を
祈
つ
て
お
り
ま
す
。
 


